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おわりに 
 

相亰 これをもちまして、今回のフォーラムのプログラムは全て終了致しました。

皆さんお楽しみいただけたでしょうか？今日私たちを取り巻く世界ではコミュニ

ケーションの重要性というものがますます求められています。例えば、大学のな

かでも、もっとコミュニケーションをしてほしいなと思う学生がいたり、あるい

は就職活動を行っている企業のお話を聞くとコミュニケーションができる学生が

欲しいという声も多く聞きます。高齢化してきた社会、あるいは情報化してきた

社会、グローバル化してきた社会、全てどの場面でもコミュニケーションの重要

性というものが叫ばれております。コミュニケーションの中でも今回は非言語コ

ミュニケーションというところにフォーカスをいたしましたけれども、今回のフ

ォーラムをきっかけにして、皆さんがご自分のコミュニケーションのスタイルと

かパターンを考えて下さり、今まで何気なく行っていた非言語コミュニケーショ

ンについてちょっと考え直してみたり、「もうちょっと考えてみようかな」、「もう

ちょっとしっかり周りを見渡してみようかな」という風なきっかけになったら大

変嬉しく思います。この言語フォーラム、言語研がおこなっておりますフォーラ

ムというのは、一年おきに行われております。 ですから次は２０１８年に開催

する予定です。また、おもしろい、興味深いテーマを選んで開催したいと思いま

すので、ぜひみなさま奮ってご参加頂きますよう、よろしくお願い致します。こ

の後、大会議室というところに移動いたしまして、茶話会を催しますので、ぜひ

皆様ご参加くださいますようにお願い致します。今回の発表者全て参加いたしま

すので、ご質問等ある方はどうぞ、先生方とあるいはご出席の方々とお集い下さ

いますようにお願い致します。本日はどうもありがとうございました。（拍手）  

 


